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小学校算数教育 にお け る統計教 育(2)
井 上 俊 夫
は じ め に
現代社会に生 じる諸事象に対処し,それを解決していくためには,必 然のこ
ととして,統計的な見方 ・考}方,さ らにとら}方の素養を小学校の段階から
育成し身につけさせてい くことが重要であ り大切な課題であると考xる 。
昭和43年度の学習指導要領において,数量関係は,関 数 式表示,統 計の3
つに分けられ,あ たかも,式表示が関数 と統計をになうような形をとっている
ように思われる。そして,関数は必然的現象の数学であり,統計は偶然的現象
の数学であ り,式表示においては,そ のいずれの記述においても用いられると
いう意味において,こ の学習指導要領における数量関係の構成はきわめて象徴
的であったものと考えられる。
それが,昭 和52年度の学習指導要領においては,こ の構成はなくなってはい
るものの,先 の構成の象徴した数学の役割を無視したものではないといえる。
このような観点に立って考えてみると,実際には,関数と統計 とは,小学校
における算数の教材 としては対等の位置におかれていると考えることができよ
う。
この考}x方は,あ る現象を決定的なものとみるか,それ とも確率的なものと
みるかは,そ れに対す る人間の態度によって決まるものと考えられるからであ
る。
たとえば,野 球選手の打撃率についてみれば,そ れを選手のそれまでの成績
をみればそれは決定的な判断である。しかし,それを今後の打撃の可能性をみ
れば,そ れは確率的な判断とみるべきであろ う。
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このことは,平均値 とか,期 待値とかの語感の相違にもっともよく表れてい
る。われわれが生きてい くうえにおいて,しばしば起 り得 ることであり,重要
なことは,過去の実績を示す平均値を,未来を予測する期待値に転ずることで
ある。
このようなことは算数科の学習においても,割合や平均を,こ の両面から平
等に取 り扱わなければならないことを意味するのである。この よ うに考}る
と,小学校においても,従来から統計はかなり重視されてきてはいるが,し か
し,それは過去のデーターの表現 として用い られることが多かったが,こ こで
考えたごとく,統計は未来のためのものであるとの立場からするとどうしても
確率の考えを必要とするものと考える。
昭和52年度の学習指導要領においては,確率の考えは,か な り後退している
ものと考えられ,そ して数量関係の領域から 「確からしさ」(確 率)の単元の
名がなくな り,「数と計算」の領域の中に,次 のような内容がみられる。
「数は不確定な事象の起 こる程度を表すのにも用いられることを知ること」
と,(6年 生A,(2),1)「人は幾何学的直観とはちがって,確 率的直観は生
得的にはもっていない」 といわれているごとく,われわれは教育を通して子ど
もたちの確率的直観を培 うことを重視しながら,小学校における統計教育につ
いては,1年 生の初めから,この考}方 を前提 としながら,統計教育の計画と
その実践を進めることが必要があると考xる。
この稿においては,拙 著による 『小学校算数教育における統計教育』(仏教
大学文学部学会人文学論集第14号)の内容を,よ り充実する意味から,厂算数
科における統計教育の展開,」との観点から研究を深化することに努めたい。
1.算数科における統計教育 の展開
(1)算数科における統計教育の意義と展開
算数科においての統計の見方や処理の方法については,表 とグラフの内容に
よって指導することになっている。
ところで,表 やグラフは,数 量間の関係を理解しやす く表すものであり,そ
れらを用いることによって関係を読み取った り,調べた りすることになると考
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える。
さて,算数科の教育内容を見 るに,そ こに用いられている表やグラフの種類
は多 く,それらはそれぞれの特徴をもっている。
(i)
これらの分類については,拙著 『小学校;firit育におけ る統計 教育』の中
で,現 行の小学校算数科育科書に編集されている 「表 とグラフの系統」をみて
資料 として提示されてきた。その系統を見るに,「 一次元と二次元,時系列に
よるもの と分布系列によるもの,さ らに,属 性によるものと変数によるもの」
などがあることに気づ く。
さらに,こ の 「表 とグラフ」を算数科に用いられている表 とグラフとして区
分して見 ると,それぞれの特徴が,次 のような内容としてえとらることができ
よう。
まず,表 としては,数量的な事実を整理してまとめながら,その事象の一般
的な傾向をとらえることにあり,統計表,記 録表ともに数学的な意味で考xる
ことのできないものであると考える。
一方,グ ラフにはい くつかの種類が考えられるが,こ れらに共通していえる
ことは,数 量を図に書き表し,直観的にそれらの数量の比較が容易にできる特
徴をもつ ものなのである。
また,グ ラフ全体の様相をみ取ることも容易であることが特徴である。しか
し,表 のように個kの 数量を緻密に表すことには弱さがみられることである。
このように,表 であっても,グラフであっても,それぞれの特徴があり,そ
れ らの特徴を的確にとらえての活用がのぞまれる。
以上,表 とグラフのもつ性格をもとにしながら,小学校算数科における統計
教育の展開について,よ り考察を深めることにしたい。
(2)
まず,こ こでは,学習指導要領に示す内容に焦点をあててみることにする。
(特に,こ の稿においては,中学年 としての3年 生,4年 生の内容をとりあげ
ることにしたい)
第3学 年
1.目 標
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(4)資料を整理した り,式やグラフを用いた りすることなどを通して,数量
やその関係を表した り調べた りする能力を漸次伸ばす。
2.内 容
D.数 量 関 係
(2)資料を表やグラフで分か りやす く表した り,それらをよんだりするこ
とができるようにする。
ア.日時,場 所などの簡単な観点か ら分類した り,整理して表にまとめ
た りすること。
イ.棒 グラフのよみ方及びかき方を知ること。
3.内容の取扱い
内容のDの(2)に関して,グ ラフについては,最小 目盛 りが,2.5又は20.50
などに当たるものについても,漸次よめるように配慮して取 り扱 うものとす
る。
第4学 年
1.目 標
(4)数量やその関係を式やグラフを用いて表した り考察した りする能力を伸
ばすとともに,目 的に応じて依存関係を調べた り分類整理した りすること
ができるようにする。
2.内 容
D.数 量 関 係
(3)目的に応じて資料を集め,分類整理した り,特徴を調べた りする能力
を伸ばす。
ア.2つ の事柄に関して起 こる場合について調べること。
イ.資料の落ちや重な りについて検討すること。
ウ.資料を棒グラフや折れ線グラフか ら特徴や傾向を調べ た りす る こ
と。
これらの学習指導要領に示す内容を実践に寄与するために,こ れらの内容を
具体化するためには,ど のような点に留意すべきだろ うか。
..
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留意すべき事柄は,小 学校指導書算数編によれば,
中学年の領域数量関係においては,「数量やその関係を式,表,グ ラフなど
を用いて表した り,考察した りする能力を伸ばす とともに,目 的に応じた依存
関係を調べた りする能力を順序伸ばすことにする」 として統計的考察に必要 と
する内容を加えている。
これは,偶 然によって左右される,1つ1つ については,何 の法則もないよ
うにみえる事象については,集団として観察することにより,そこにある関係
や傾向,法則などをみいだした り,そのような事象について正 し く判 断した
り,推測した りす る考えを伸ばすことが,こ こでの主なねらいであるとしてい
るものと考える。
　　
ア.「表 とグラフ」指導上の観点
○特 徴
このような統計的に考察する考}や 能力を伸ばすためには,次 のように特徴
づけることのできる一連の過程を学習させ,そ れぞれの過程 で用 い られ る知
識,技 能及び基本的な考xを 身につけさせるようにする。
⑦ 問題や 目的を明確にし,これに合った資料を整理し,特徴をとらえやす
くする。資料を分類整理し,さ らにこれを表やグラフに表した り,平均や
百分率などを求めた りする。
α)分 類整理された資料や平均や比率などから,集団としてどんな特徴がみ
られるか,ど んな傾向があるかをよみとる。
(ウ)一部の資料から,母集団についてどんなことがいえそうか ということを
推測する。
また,資 料をこえた範囲についての傾向や特徴を推測することなどに漸
次着 目させ,これ らによって問題の解決を図る。
そこで,中学年の段階においては,基礎的な統計の知識 技能を身につけさ
せるため,α),(ウ)の項 目に関して重点が置かれ,第4学 年以降から目的に応じ
て資料を集めるとか,全体の傾向にも着目させるといった内容を指導すること
になる。
くめ
イ.各学年の指導上の力点
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第3学 年の内容においては,次 の点について指導上の力点 としてあげ てい
る。
○資料の整理 とグラフ(D,(2))
身のまわ りにある事象について,目 的に応 じて観点をきめさせ,資料を分類
整理して,これを表やグラフに表した り,よんだりすることができるようにす
る。
○資料の分類整理
資料を整理し,ね らいに沿ってその特徴や傾向
などをとらえやす くすることは,あ る程度,前学
年までに多 くのものを分類して教え,そ の結果を
表に表したゲームの結果を○,× の表に整理した
りするなど,数 と計算の指導の中で,こ の内容の
基になる経験をしてきている。
この学年では,例 えば,日 時,場所など簡単な
観点から分類の項目を選び,資料を目的にかなっ
た手ぎわのよい方法で整理していく能力を伸ばす
ことを主なねらいとしている。
そのためには,次 のような点に配慮するのが大
切であるとしている。
○目的を明らかにし,集 める資料の条件を考え
た り,目的に合 った り分類の観点を選んだ り
すること。
○資料に落ちや重なりがないように項 目をきめ
た り,資料を分類した りすること。
図1た まあての きろく
0 0 0 X
X 0 X 0
0 X 0 0
0 0 O 0
X O O O
0 X O X
0 O O 0
0 0 0 X
X 0 0 0
0 0 0 X
た
か
し
み
ち
子
寒
む
y
き
たまあてのせ いせ き
を,き ろ くしま した。
○は,あ たった しる し,
×は,あ た らなかった
しる しです。
これら実際の指導にあたっては,いつでも,できた表や,き められた観点に
したがって作業をさせるだけでなく,課題を明確に とらえさせ,こ れに沿って
児童自身の手で資料を積極的に集め,分類整理している活動をさせることが必
要である。
しかし,こ の学年の段階では,児童自身が集めた資料を分類するとき,そ の
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項目が多すぎると,集団のもつ傾向や特徴が とらえに くくなることがしぼしば
あるため,問 題の選択や項目の決定について適切な指導が必要となる。また,
資料に落ちや重な りがないことや集計にあたって誤 りがないことなどを確かめ
る態度を育成することも大切である。
なお,表 やグラフについては,そ の表す内容を分か りやす く表すためには,
表題をつけた り,資料の根拠を明らかにするため調査年月日や出典などを書き
添えた りしてお く必要があることも分からせるようにすることにある。
○棒 グラフのよみ方,か き方
棒 グラフについては,○,× を使ったゲームの 図2あ たったたまの数
結果などの記録表から,0の数の多少が一目でと
ら}やすい表にまとめるなどの作業を通して表地
的な経験をつんできている。
この学年では,単 に数量の大小をよむだけでな
く,さ らに最大値や最小値をおさ}た り,項目間
の関係,集 団のもつ全体的な特徴などをよみとっ
た りすることができるようになる。
なお,こ の際,目盛 りのつけ方については,も
のさしや数直線などの測定のときの手続きを生か
す指導 とも関連 して,最 小 目盛 りが,1.10.100
などあた るものを基にすることはい うまでもない
が,目 的によっては,2.5あるいは,20.50などに
あたった,た まの数
あた った,た まの数 を,お
おい じゅん にかいた,ひ ょ う
に しま しよ う。
表1あ たったたまの数
名まえ
あたった
数
0
O 0
0 0 0
0 O 0 0
0 0 0 0
0 O 0 0
0 0 0 O
0 0 0 0
0 0 O 0
た
か
し
み
ち
子
4a
む
ミ
き
を,○ であ らわした グ
ラフをつ くりましよ う,
い さむ くんは,さ つ
きさん よ りも,な ん こ
おお くあて たで しよ う
か。
たかし みち子
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あたるものを最小 目盛 りとしたものについても,漸次,よ んだ り,用いた りで
きるようにしてい くことも基本的な技能として必要である。
第4学 年
○資料の分類整理 とグラフ(D,(3D
この学年の統計的な学習は,目 的に応じて資料を分類整理し,特徴や傾向を
とらえる能力を伸ばす ことである。
02つ の事柄に関して起 こる場合
これまでの学年では,資 料を目的に合った観点から分類整理して,表 やグラ
フなどに表した りして,そ の時に配慮する事柄については,第3学 年で示 され
ている。
この学年では,資料を2つ の観点から分類整理して表やグラフなどに表すこ
とを取 りあげる。資料を集め,分 類するにあたって,適切な観点から起 こり得
る場合を分類して,項 目を決めることが必要である。
例えば,A,B2つ の観点か ら資料をみるとき,Aか らみて資料は 「性質a
をもっている」 と 「性質aを もっていない」の場合が考えられ,ま た,Bか ら
みて資料は 「性質bを もっている」 と 「性質bを もってない」の場合が考えら
れる。
そのとき,これらを組み合わせて,資料は,A,B2つ の観点か らみて,4
つの場合が考えられることを明らかにする。
このように,2つ の観点から,γのyを 分類整理した り,論理的に起 こり得
る場合を調べた り,落ちや重なりがないように考}た りす ることは極めて大切
なことであると考える。
○特徴や傾向を調べた りす ること。
この学年のグラフの指導では,第3学 年 の 「資料の整理 とグラフ」 におい
て,数量関係に関して折れ線グラフなどを取 り扱 うが,こ こでは,資 料を棒グ
ラフに表した り,それらのグラフをよんだり調べた りす る ことがね らいにな
る。
つまり,集めた資料をこれらのグラフに表して,それから資料の統計的な特
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徴や傾向をよみ取った り調ぺた りするのである。
なお,グ ラフの指導では,単 なる技術的な面の指導のみにはしらず,グ ラフ
とい う表現の特徴を生かし,統計的な見方を漸次経験させていくようにするこ
とが大切である。
以上,統 計教材の指導に関する話の内容を学習指導要領 と小学校指導書算数
編 とか ら,中学年(3年 生 ・4年生)に 注目して,算数科指導に実践する場合
の留意すべき点についてみてきた。
ゆ
これ らの内容が,現 行の小学校算数科教書に,「表とグラフ」の単元として,
系統的に どのように編集されているだろ うか。系統 としての観点か らみると,
次のようである。
○「表」の系統一 「表とグラフ」の中で,
3年生の既習内容 としての2年生の内容
2年生
きろ くとせ い り
●○や×を用いて,簡 単
な事がらについて記録 し,
その記録から,一次元の
表 に整理する。
あたったたまの数
名 ま え ξ
あたった数 ξ
3年生[埀]
●九九の表を見て,積 が同 じになる
九九を見つける。
6× ロ ー42の式にあてはまる数
を求める。
表とグラフ
●正の字 を用いて記録 し,
次元の表 に整理する。
トラ ッ ク 正 一
バ ス 下
じてんしゃ 正正
丁
そ れ を 一・
の りもの 数(台)
ト ラ ッ ク
バ ス
じてんしゃ
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4年生
「卜 ・簡単な観醐 分驢 理し
●2つ の観点から分類,整理 し
て二次元の表にまとめ,表 から
特徴を読みとる。
けが
場所
す
り
ぎ
ず
切
り
き
ず
ね
ん
ざ
と
げ
運 動 場
階 だ ん
へ
て二次元の表にまとめる。表 か
らその資料の特徴を読みとる。
す きな
うん どう
男
(人)
女
(人)
合 計
(人)、
ドツヂボー ル
水 え い 4 4
かわり方
●辺の長 さと面積の変わり方を
5年生
文字と式
O表から対応す る値の組の変わ
り方 を見つける。
小川 さんの1
い う数 2 3 4 5
山 田 君 の
答 え3
6 9 12 15
●小川 さんのいう数をaと する
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表 に表 し,関 係 を調 べ る。
横(cm)
面積(c㎡)
1 2 3
3×横一面積
場合 い数
●落 ちや重なりがないように,
分類整理 し,順序 よく列挙する。
言 宇2
の の の
包 包 聾宇
窪468
V
26824
8
●組 み合 わせ を,表 に表 わ して
調べ る。
と,山 田君 の答 えの数 は,
ax3
平均 と概 測
●表 か ら加重平 均 を求 め る。
こ 数 入数(入)
OIl
lI4
215
312
412
・
A
B
C
D
E
A B
ア
C D E
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表とグラフ
●数の区間の表し方,
(以上,以 下,未 満の用語 と
その意味)
●度数分布表の見方,作 り方。
4年生
およその数
●およその数 を利用 して棒 グラ
フに表す。
表とグラフ
●折れ線グラフの用語 とその特
徴
●折れ線グラフの見方(折 れ線
のかたむき)
●折れ線グラフの表 し方。
(wwの意味)
2年生(既習内容)
[]
きろくとせいり
●○を用いたグラフの表 し方と
読み方。
3年生
その読み
00
0
00
表 とグラフ
●ぼ うグラフの用語 と
方
1目盛 り,・1,2,5,1 ,1
●ぼ うグラフの表 し方
1目盛 り,1,2,5,1 ,1
5年生(発 表内容)
帯 グラフと円 グラフ
●帯 グラフ ・円 グラ フ
その特徴 。
●帯 グラフ ・円 グラフ
の用語 と
の
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●折れ線 グラフから,その資料
の特徴や傾向を読みとる。
L6年生
表 とグラフ
比例 ・反比例
●比例 ・反比例のグラフの特徴
とその読み方,表 し方。
●比例グラフの利用。
●量の連続的な変比 とグラフ及
び変化する範囲(変化)
●柱状 グラフの用語 とその特徴。
●柱状 グラフの読み方,表 し方。
●柱状 グラフから,その資料の
特徴を読みとる。
算 数の まとめ
●表 ・グ ラフにつ いての まとめ。
以上,「 表とグラフ」の教材を,現場の実践において,
きであろ うか。
ここで把握した系統的内容を展開するためには,ど のような点に注目して指
導するかが問題になると考える。
そこで,系 統的内容の把握 とその過程において,そ れぞれの単元に編集され
た教材内容 とその学年的発展について明らかになった。
ここでは,こ れらの内容を足場にして,3年 生,4年 生の 「表 とグラフ」の
ゆ
単元について,統計教育 としての視野に立って,指導内容とその指導の方法に
ついて,よ り考察を進めることにしたい。
ここで考察の対象とする単元は,現 行の小学校算数教科書に編集される 「表
とグラフ」である。
(2)「表 とグラフ」の系統的位置か らみる教材内容。
-75一
●表 ・グラ フを目的 に応 じて選
び,便 利 な もの を くふ うす る。
●2つ 以 上の数 の関係 を1っ の
グラフ に表す。
●その他
どの よ うに指導すべ
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2年生,「 きろくとせいり」
この単元は,こ こで考察する3年生,4年 生の単元 「表 とグラフ」を支える
既習内容としての位置にある。
単元の構成と指導上留意すべき事柄についてみると,次のようである。
○指導 目標(学 習指導要領A(1)イ)
(1)簡単な事が らについて記録の仕方を理解する。
1(2)記録を整理して,表やグラフに表した り,これをよんだりできるように
なる。
○学習場面の構成 とその意図
この学習 までにも,ものの数を調べることと関連して,対象を分類した り,
それ らを整理した りする学習を経験している。
また,簡 単な一次元の表についても学習している。
すなわち
1年生の表 として系統からみると
2 大きい数(1)
●一次 元の表 を読 む。
カ ー ネ ー シ ョ ン 304本
ス イ ト ピ ー 270本
ゆ り 275本
や ぐる ま そ う 285本
か け 算(2)
●数表 における九九の積の並て
方
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1 2 3 4 5
11 12 13 14 15
21 22 23 24 25
31 32 33 34 35
●かけ算九九の表の見方
3年生
きろくとせ い り
以上,既 習の学習内容を基に,こ の単元では,「たまあてあそび」「たんじょ
う日しらべ」 「天気しらべ」のような子どもたちの身近な事が らを取 りあげ,
これ らの数値を記録した り整理して,表やグラフの形に表現することを指導す
ることを育成し,統計の初歩的な考x方 を身につけさせることが主なるねらい
とするものであると考える。
なお,こ の単元の学習をとおして基本的な考えを身につけさせるため,次の
ような事柄を基本的な条件を基に指導するように留意したい。
○資料の分類 ・整理
この学習の中で,「ある事象に対して○や ×を与える」ことについては,論
理でい う真偽の判定 とも関連して,統計の初歩的な大切な操作 であ る と考え
る。
この学習面では,
玉く 瓢 かつた ゜
数の大きさく 蠹:騾 ゜
辭 く 瓢 、 °(ま慨)
このような学習場面を通して,子 ども自身に記録の必要なことか ら,実際に
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記録する活動をさせることを意図とするものである。
そして,記 録された表だけでは,、どれが多 くあったかが理解 しに くいため
「ひと目でみてわかるようにすればよいか」を考えさせ,○だけ集めて表せば
よいことに気づかせる。
このような考え方が 「表」のもつ基本的な考え方としての 「分類 ・整理」に
通 じるものであると考える。
○簡潔,明 確な表現としての表 ・グラフ
分類 ・整理された資料を,簡潔に,明確に人に伝えることの必要性から,そ
の手段 として表やグラフがあることに気づかせることになる。
この学習の場は,「 たまあてあそび」を通して,あたった○だけを残して表
現させる。
また,勝 ち負けの判定のしやすいくふ うのひとつ として,一次元の表にも表
現することを経験させることになる。
この経験を支えとしながら,表やグラフをさらに活用させるために,「たん
じょう日しらべ」 「天気しらべ」を通して,実 際の資料収集,統 計領域の指導
の過程を経験させる。
このうち 「天気しらべ」は,そ の学習を通して,そ の資料を落ちや重な りが
ないように数えさせることが重要である。
この場合の学習の流れは,次 のようである。
ある年の11月の天気です。
11月 の 天 気 し ら べ
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
◇・〔b森 皀)も 一◇ に)に)森 ら
11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日
命 森 皇)や 森 森c)9)も ら
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21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日
ら 命 ら 森 森 森 ら ら ら ら
はれ資 くもりに)雨4
目標天気調べで,表 やグラフを作成して記録の仕方の理解を深め る。
① 天気調べの記録をよむ。記録から次のようなことをよみとる。
⑦ はれの 日が長 く続いたのは何 日か。
④ くもりの日の続き方,雨 の日の続き方はどうか。
② 表にまとめる。
③ グラフに表す。
(1)はれの日,く もりの日,雨の 日は,そ れぞれなん日ありましたか。ひょ
うにまとめましよう。
天 気 森 ら 命 こうけい
日 数
(2)ひょうを もとに して,グ ラフをか きまし よう。
以上,2年 生の学習内容を素地 として,3年 生で学習する 「表 とグラフ」の
系統的展開について考察する。ここでは,子 どもたちの身の回 りの事象につい
て,目 的に応じて観点を決め,資料を分類整理して,これを表や グラフに表し
た りよんだ りすることができるようになることを目ざした学習 として進めるこ
とになる。
つまり,この学習においては,統 計的な見方や考}方 を身につけ,統計のよ
さや基礎的な知識や技能を習得 させることにある。
統計の学習は,「集める」「まとめる」「よみとる」などの3つ の段階が考え
られる。 このそれぞれの学習段階において,一 人ひとりの子どもが自分自身の
カと行動によって学習を進めることを期待するものと考える。
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3年生 厂表 とグラフ」
指導の目標(学 習指導要領,D(2)ア,イ)
(1)簡単なことが らについて,資料を集めたり記録した りでき るよ うに な
る。
(2)目的に応じて,簡 単な観点か ら資料を分類した り整理した りする能力を
伸ばす。
(3)表の意味を理解し,資料を整理して表した りよんだりする。
.●表に表す ことができる。
・合計 らんなどを用いて,資料を検討する。
④ 棒グラフのよみ方やかき方を理解する。
・ 「ぼ うグラフ」の用語。
鹽●最小目盛 りが1
,2,5,10,100などの場合,
ここでは,こ の学習の目標の内,「最小目盛 り1の棒 グラフの表し方 とよみ
方」について,そ の学習過程 とそれぞれの段階における統計指導のポイントに
ついてみてみることにする。。
○調査の方法,収 集の方法記録の取 り方を決めて,「資料を収集する」
「交通しらべ」の情景図
この学習の導入第1時 の場面の設定は,統 計の最 も基本 となるものとしての
統計的なものの見方,考 え方ができることにある。
そこで,子 ども自身が資料を 「集める」「まとめる」厂よみとる」の3つ の段
階を通ってはじめて統計的な見方,考 え方が育つ。
:1
「正」 とい う記録の取 り方。
○資料 を整理 し,表 に まとめ る。
表2→ 表3→ 表4
表2.
ト ラ ッ ク 正 一
バ ス 下
じょうよう車 正 正
オー トバ イ 正 正
じ て ん 車 正 正 正T
小学校算数教育における統計教育(2)
表3.交 通 しらべ 表4.交 通 しらべ
の りもの 数㈲ の りもの 数㈲
ト ラ ッ ク 6 じ て ん 車 17
バ ス 3 じょうよう車 10
じょうよう車 10
「
オ ー トバ イ 9
オ ー トバ イ 9 ト ラ ッ ク 6
じて ん 車 17 バ ス 3
合 計 45 合 計 45
・ 「正」は,合理的な記録の取 り方であることを認める。
・最初は,自由な表を作る。 ことから,
記入欄の数,表 題などを知る。
・記録の結果を多い順に並べ,よ りよい表に改めする。
表題,調 査時間など,資料に必要なものの記入。
○統計的な学習の基本的事項(午 後2時 から2時半まで)
① 表題(何 の表か)
② 調査日時(いつ調べたか)
③ 調査場所(ど こで調べたか)と 調査者(だ れが調べたか)を おさえた
いo
ここでの学習によって統計的な処理の1つ としての棒グラフの有用性につい
て知ることになる。
・「最小 目盛 りが1の場合の棒グラフ」の見方,よみ方を知る。
・1目盛 りが1台 を表していること。
・グラフをよむこと(棒グラフの用語)。
・車の種類によって台数を比べる。
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図3.交 通 しらべ
(午後2時から2時半まで)
20
15
10
5
1
1
匿
匿 ■閣
■
■
囈
蹶
囹
■
鬮
　
國
薩
■
1
閣
團
1
團
闥 1
20
15
10
5
図4.交 通 しらべ
(午後2時 から2時 半 まで)
00
ト バ じ オ じ じ じ オ ト バ
ζ ま 真 Σx業 真;
ク ス う イ 車 車 う イ ク ス
車 車
・棒グラフは表 と同じように,表題や調査 日時を必要とす るが,合計欄は必
要がないのがおおきな差である。
・表をグラフ化する場合の手順。
① 最小目盛 りの決定(1,2,5,10など)。
② 多い順に横書きに項 目をとる。
③ 数値をグラフ化する。
○グラフのめもり
目 標
最小 目盛 りが2,5な どの場合の捧 グラフの見方やかき方を理解す る。
○表のかき方
目 標
① 資料を観点別に分類する。
② 二次元の表を作成し,その傾向をよみとる。
-82一
小学校算数教育における統計教育(2)
この学年での指導上のポイン ト
○資料の収集と記録
統計の指導を行 う場合に最も大切な点は,処理しようとする問題に対す る明
確な課題意識を もたせることが必要であ り大切である。
目的があるか らこそ,資 料の種類,収 集や記録の方法,収 集の日時などが決
まって くるのであるとい}る 。
このことは,こ の考察でみてきた統計学習の過程をみることによっても明ら
かなことであろう。
そこで,資料の収集方法や対象などのすべてについて学習させることには無
理であるとしても,大切なことは,目 的意識をもたせなが ら,次第に統計のも
つ意味を明確にしつつ理解 させてい くことにあると考える。
先にみてきた3つ の段階の内,表2,3,4の それぞれ の学 習 を通し て,
「資料を集める」段階 として位置づけることを重視していくことは,日常の事
象を数理的にとら}る力を育成するためにも,重要な経験 とな るもの と考x
る。
次に,「 資料をまとめる」 とい う段階においでは,自 分で簡単な観点を設定
し,自分 の目的と合致するように,よ り合理的な方法によって整理していく力
を育成し伸ばすためきわめて大切なね らいをもつものと考える。
このためには,①分類や整理の観点の明確化,② 落ちや重な りのないこと,
③整理の方法などが,こ の段階における大切な課題となろ う。
○棒グラフと表
棒グラフの学習 として,その作成する目的か ら考}て みると,「整理の仕方」
のひとつ として棒グラフが存在する。 これは,その目的か ら表現 された事象
が,そ の特色としての図形的で直観的にその傾向をつかむ ことに適していると
いう利点をもつものである。先にも表2,3,4の学習の流れについてみてきた
のであるが,こ の学習の流れにおけるポイン トとして考えることは,表現され
た棒グラフを通して,全 体の傾向,差 または倍で比較するなど,全体的なとら
x方ができる力を育成することが,こ の学習の大切なね らいのiつ になると考
}xる
。
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なお棒グラフでは最小 目盛 りがどれだけかを,ま ず的確に把握させることが
大切であり,これは,資料の数値やグラフの目的によってかわることも,学習
の経験に よって理解 させる大切な内容と考える。
表については,こ の学年では,一 次元の表を二次元の表の2つ を学 習す る
が,いずれも,合計欄の必要なことなど,2つに必要とする基本的なかき方,
よみ方の基本条件を理解 させるようにしたい。
ここで考察の対象とする学習 目標である 「捧グラフ(最小目盛 り1)の表し
方を理解し,棒 グラフの見方を深める」を,一 単位時間として学習するための
過程をみると,次のようである。
学習過程
学 習 活 動 留 意 点
1 棒 グラフのよみ方やよさなどについて想起 し、 グラフをかく
意図をもたせ る。
①棒 グラフをよむ。(図4)
●表題、 目盛 り、頂 目、台数 、
棒 の長 さの比較(差 ・傍)に っい
て。
②棒 グラフの よい点 につ いて話 し
合 う。
③ もっと見やす い、 よい グラフの
作成 につ いて考 える。
●各 要素 につ いて確 かに定着 して
い るかをみ る。
●各 自に発言 させて、 よい点 をま
とめ る。
●棒 グラフを書 くことの導入 にな
るため、一人 ひ とりに意欲 を起 こ
させ るよ うにす る。
2 棒 グラフにかく内容について話 し合い、棒 グラフ作成に必要
とする事項 を調べる。
①学習のめあてをっかむ。
学習のめあて、棒 グラフを台数
の多いものから順 にかこう。
●台数の多い頂目からかくのは、
比較するのに都合のよいことの予
想。
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②頂 目につ いて 多
し》川頁1こし〉う。
●棒 グラフのか き方 は、
図3の 棒 グ ラフを もとに、
③表題 を書 く。
④ 目盛 りをとる。
⑤頂目を書 く。
次のことを口がにす る。
●最小目盛 りを決める。
o目盛 りの数を5つ とび
にする。
●頂目を多い順にか く。
●表題 と調査時刻 もかく
●左のようなグラフ用紙
を用意する。
(OHPの活用)
3
「じてん車」の台数を棒 グラフに表す ことを通 して、棒 グラ
フのかき方 を調べる。
① じて ん車、 じょうよ う車、 オー
トバ イ、 トラック、バ スの台数
を確 かめ る'。
図3の 棒 グラフか ら、 それぞれの
台数 をよみ と り、表 に まとめ る。
●それぞれの
台数を調べ る。
のりもの
台数㈲
じてん車
17
じょうよう車
10
オー トバイ
9
トラ ッ ク
6
バ ス
3
② 自転車の台数 を棒 グラフに表す。
●棒 は各頂 目の中央にかく。
●自転車の台数は17まで棒 を伸
ばす。
●棒 をまっす ぐにかき、鉛筆か
色鉛筆でぬる。
③棒 グラフが正 しくかけたか。
④友だ ちどうしで比べ る。
④友だ ちどうしで比べ る。
●自転車の台数を棒 グラフに表す
のに、棒 をどこにか くか、 どこま
で伸ばすかなどについて、た しか
にする。
●グラフを正 しく美 しく仕上げる
ことの大切 さを知 らせ る。
●友だちと比べて、よい点、悪い
点に気づかせ る。
4 棒 グラフを完成 させ、棒 グラフのかき方をまとめる。
①他の頂目を棒 グラフに表す。 ●棒 グラフを正 し く、美 し くか く
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②棒 グラフが正 しくかけているか
点検する。
●頂 目とその数値
●表題と調査時刻 など。
③数値 が間違っていないか、個人
指導する。
(台)
20
15
10
5
0
交通 しらべ
(午後2時 から2時半まで)
L"
Z.壽1与 バ
ん うう 共 ・ ス
車 車 イ ク
5 図3の グラフ と比べて、新 しい グラフの よ さを知 る。
① で きた棒 グラフをよむ。
●頂 目 ・数量 ・棒 の長 さの比較
(差・倍)
② の棒 グラフ と比べ て、 よ
い点 について話 し合 う。
●よみとる内容 を決める。
㊦グラフを見 ながら、内容を発表
する。
⑳差をみたり、倍 をみたりするの
に都合のよいことに気づく。
3年生の学習内容を素地として,4年 生で学習する 「表 とグラフ」の系統的
展開について考察する。
ここで考察する内容は,分 類整理の指導を通して,統 計的なみ方に着目させ
ることが,ま ず,初 めのね らいになる。
目的にしたがって観点を決めて,そ の条件に合う資料を集め,これ らを分類
した り整理した りした うえで,それを表に表し,集団全体の特徴を把握すると
い う系統の過程について指導して,そ の過程を通して統計 としての考え方を指
導することになる。
また,こ の過程をとおして,資料をグラフで表す ことに よって,その特徴を
とらxやすくすることにあるが,3年 生で学習した棒グラフのあとを うけて,
折れ線グラフのみ方,か き方及びその特徴を理解させることにある。
なお,折 れ線グラフの指導においては,関数,統 計の両面から行な うことに
:.
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なる。
この関数的な利用 としては,比 例グラフへ と発展するのである。
4年生 「表 とグラフ」
○指導の目標(学 習指導要領D(1)イ,(3)ア,イ,ウ)
(1)資料を折れ線グラフに表した り,折れ線グラフか ら特徴や傾向を調べた
りする。
(2)折れ線グラフの用語や要素を知 り,グラフをかいた り読んだ りする。
(3)簡単な事が らについて,資料を集めた り,記録した りすることができる
ようにする。
(4)目に応じて,資料を簡単な観点か ら分類した り能力を伸ばす。
(5)表の意味を理解し,資料を整理した り,よんだりする。
ここでは,こ の学習の目標の内,「折れ線グラフの見方やかき方」について,
その学習過程 とそれぞれの段階における統計指導のポイントについてみること
にしたい。
部屋の南がわの温度(1月10日調べ)
時こく 午前9時 10時 11時 12時 午後1時 2時 3時 4時
温度(度) 6 7 9 12 12 14 13 10
(度)部屋の南がわの温度(1月10日調べ)
15図5
●部屋の温度調べの表を見て話 し合 う。
時間の経過 とともに、温度が変化
していることに注 目させ る。
10● 変化のようすをわかりやす く表す方
法 を考 える。
時刻 と温度に注 目させ る。既習の
棒 グラフに関連 させて考えさる否。
●縦軸 を温度、横軸を時刻 にとって、
温度の変化を点で表 したグラフを見る。
91011121234(日 寺)
午前 午後
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図6
●上 が るとき、下が る ときの傾 きの方 向。
O急 に上 がった り下が った りす る ときの傾 きの度 い。
●かわ らない とき水平。
この学年での指導上のポイント
○折れ線グラフと考え方
折れ線 グラフの指導 といえば,従 来は統計的な考察力を育成し伸ばすことに
重点が置かれていたと考えられ,そ の指導内容も,「頂点をよむ」「表を作る」
厂グラフをか く」とい うことに傾くものであったと考}xる。
しかし,今後におけるこの内容の指導においては,関数の考}と の関連を十
分にした指導がのぞまれる。
したがって,「全体的な傾向を見る」「中間値を推定する」「将来を見通す」
などといった従来よりも広い視野に立ってよみとるように指導することが大切
であると考える。
○点 と点を結ぶ中間の値
折れ線グラフで正確に値が表 されているのは,頂 点だけである。点 と点 との
線分の中間の値,すなわち,総軸の重は,近似的な値を表している推定値である。
学習過程の中で具体的な場面をとおして理解を深るようにしたいものである。
○資料の収集 と記録 分類 と整理
統計の指導において忘れられがちなことであるが,最 も大切なことと考えら
れることは,「 目的の設定」とい うことである。
目的があるから調査の必要性が生まれ,調 査の対象 範風 観点,方法など
がおのずと目的によって決まってくると考える。
そして資料の収集活動が始まるとい うことになる。
このようにして,目的意識や必要感をもたせなが ら,しだいに統計の意味を
明らかにしつつ理解 させることが大切であろう。
..
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また,資 料の収集記録をさせるということは,日常の身のまわ りにある事象
を数理的にとらえさせるといった立場か ら考えてみても非常に重要な経験をさ
せ る場として大切にしたいと考える。
なお,資 料をそのまま観察したとしても,統計的な意味が把握 されないこと
がある。そこで,調 べた目的によって,それに合った分類整理がなされるよう
に指導す るようにしたい。
以上,こ の学年における指導上のポイントを支えとしなが ら,「折れ線グラ
フの見方やかき方」の学習過程についてみてみたい。
学習過程
学 習 活 動 留 意 点
部屋の南がわの温度調べの表をみて話 し合いをする。
①表5の 表 をみて話 し合 う。
●何 を調べた表か。
●いつ調べたものか。
●何時から何時 まで調べたもの
か。
●時間の経過 と温度の関係 はど
うか。
●表 を見て気 のつ いた ことを話 し
合 い発 表 させ る。
●表 の要素 をおさえ る。
●時刻 と温度 が対応 して いるこ と。
●午後2時 までは、 だいた い上 が
っていて、それ以後 は、下 がって
いるこ とに気 づ かせ る。
2 変化のようすをわかりやす く表す方法を考える。
①1日 の温度の変化のようす をわ
かりやす く表す方法を考え、話
し合 いをす る。
②棒 グラフに表 したものを見て、
かわり方がわかりやすいかを調
べる。どこを見ればかわり方が
わかるかについて話し合いをす
る。
③かわり方 をもつとわかりやす く
●視覚に許え、かわ り方がわかり
やすくする方法 を考えさせ る。
●棒 グラフの学習を想起 させなが
ら、表 よりも、棒 グラフの方がわ
かりやすいことを認める。
●かわり方 をみるのは、棒 グラフ
の先端 を見ていくとわかりやすい。
●先端 を点で表すグラフへの意識
化をはかる。
..
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する方法 を考える。
●棒の先端の点の移 りかわりを
見やす くする方法 を考える。
④ グラフの横軸、縦軸の用語 と目
盛 りについて知 る。
●点の移 りか わ りを見 やす くす る
た めには、線 でっ な ぐとよい こと
に気づ かせ る。
◎横軸 も目盛 りになってい るこ と
をお しえる。
3 時 こくと温度の数&組 を点でグラフ上に表 し、直線で?な ぐ。
①図5の グラフに点をかき入れる。
②点を順に直線でつなぐ。
③折れ線 グラフの用語や意味を知
る。
●数の組 を点で表 し、それを順
に直線でっないだグラフである
こと。
●かわっていくもののようすを
表すグラフであること。
●折 れ線 グラ フを完成す る。
●折れ線 グラ フを完成す る。
用語の定義 は、 ことばで表す よ
り、 イメー ジ化す る。
●折 れ線 グラフのよ さについて お
しえる。
折 れ線 グラフを見て かわ り方 を調 べ る。一
① グラフを見て、いちばん高い温
度 とその時の時刻 を調べる。
②温度 の変化 と折 れ線 の傾 きの関
係 をみ る。
●温 度 が上 が ると きは右 上が り
で ある。
9日寺～10昌寺、10日寺～11日寺、11H寺
～12日寺、1日寺～2日寺。
O温度 が下 がる ときは右下 が り
で あ る。2時 ～3時 、3時 ～4時
O温度 がかわ らない ときは水平
で ある。12時～1時 。
●グラフの高 い ところを指 し、 そ
の時の温度 と時刻 をよむ。
③数値 をよむの は表 の方 が便利で
あるが、..高 い ところ をみつ け
るのは、 グラフの方 が早 い こ と。
●低 い ところを調 べ る。
●表か ら1時 問 ごとに何度上 がっ
たカ＼ 下 がったか を調べ、 それが
どこに表 れてい るかを見 る。
午 前 午後 日
91011121'234
寺
温度の
上がり
下がり
(度)
1
上
が
る
2
上
が
る
3
上
が
る
0 2
上
が
る
1
下
が
る
3
下
が
る
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●上が り方や下が り方が大 きい
ときは、傾 きが急である。
11時～12時一上が り方がいちば
ん大きい。
3時～4時 一下が り方がいちば
ん大 きい。
③変化のようす と折れ線の傾 きの
関係 をまとめる。
④次時の予告
小学校算数教育における統計教育(2)
●変化のようす と折れ線の傾 きの
度合の関係を図示 してわかりやす
くす る。
増加
./∠
減少
、痛 、π て
● を見 て一般化 す る。
以上,こ の稿の考察にあたっては,「 算数科における統計教育の再開」 との
観点か ら,現行の学習指導要領要領を基にしながら,「算数科における統計教
育 とその基準とすべ き内容」について考え,さ らに,こ れらの意図するものが
現行の小学校算数科教科書にどのように編集されているかについて考察してき
た。
この考察によって得た内容が,「小学校算数科における統計教育」 として,
より充実した内容としてい くためには,そ の研究の方向をどのようにみだすべ
きであろ うか。
その1つ の方向として 「現代化」 という観点から小学校算数科における統計
教育を考えてみれば指導すべき素材そのものよりは,む しろ,教材の見方,考
え方,同 一教材を扱ったとしても,その扱い方にあることを考えれば,表,グ
ラフについての扱 う態度もおのずか ら明らかになるだろ う。
すなわち,現 象を記述するための表やグラフではな く,問題解決のための表
やグラフでなければならないと考えるからでる。
このことをいいかxる ならば,与}ら れた教材を適切に処理して,と とのっ
た形 として提供することや,単 なる表やグラフの作成,よ み方に指導の重点を
お くのではなく,問題意識から出発して,その素材 となるべき資料の収集,そ
の整理,そ して,そ の解釈することまで含めての一連の過程のなかでの表やグ
ラフのもつ特徴が抽出されるようにすることが大切であろ う。
なお,数 量関係の立場から,この教材をみると,先にもみてきたように関数
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概念についての強調は,今世紀のはじめからの考え方であるが,小学校におけ
る関数概念といえば,す ぐ比例関係という考え方が出てくるが。たしかに関数
概念を育成するためには,比例関係が好素材であることはいうまでもないこと
であるが,比 例関例を理解するのに,表 やグラフがいかにおおきい役割を果た
すかは周知のとお りであろう。
比例関係だけではな く,すべての関係は,表 やグラフに表示されてこそ,は
じめて 「式化」されることが多いし,あ らかじめ式で与}られた関数について
も,それを表やグラフで表す ことによって,は じめて十分の理解を得ることが
できると考える。
お わ り に
この稿のは じめに も考えて きた ように,現 代は情報の大重 生産 の 時 代 で あ
り,こ の時代に生 活す るわれわれは,日 常に多 くの情報か ら正 し い判 断 を 行
い,そ れに正 し く対処す る必要があ る。
このためには,多 くの情報をどのよ うに 自分の 目的に合 わ せ 選 択 し,収 集
し,分 類整理,判 断してい くかが重要にな ると考え る。
統計教育は,統 計的な見方や考 え方,さ らに処理 とその技 能を,教 科領域に
即 して子 どもたち に身 につ けさせ る教育である。
教育課程 の改訂 もま近 にあ り 「自ら考え,正 し く判断できる こどもの育成」
を願いつつ,「 小学校 算数教育 におけ る統計教育」の2つ の小論 を足場に,よ
り研究を深化 した い と考 える。
注 記
(1)井上俊夫 「小学校算数教育における統計教育」仏教大学人文学論集第14号,昭和55
年。
(2)文部省 「学習指導要領」昭和52年7月。
(3)文部省 「小学校指導書算数編」大阪書籍株式会社,昭 和53年5月。
(4)高橋陸男ほか 「小学算数教師用指導書研究編」大阪書籍株式会社,昭和55年,3年,
P.86～,4年,P.28～。
(6)高橋陸男ほか 「小学算数児童用」2年下,p.66～。
(7)高橋陸男ほか 厂小学算数児童用」2年下,p.67～。
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(8)高橋隆男ほか 「小学算数」教師用指導書,p.67～。
(9)高橋隆男ほか 「小学算数」系統表一7表 とグラフ。
⑩ 高橋隆男ほか 「小学算数」教師用指導書,3年,p.94～,4年,p.46～。
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